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流
山

2004年６月10日

に呼びかけを発表

してから10年。九

条の会は6月10日、

渋谷で10周年記念

講演会「」を開き

ました。この10年

間に呼びかけ人も

相次いで故人となられ、当日は３人の発言のほか２

人のメッセージが届けられました。九条の会・流山

からは6名が参加しました。

大江健三郎氏…小説を書くことをやめ、こちらに重

点を移した。平和な日本では戦争か平和かを選べる

が、戦争をする日本では戦争か平和かを選ぶことが

できない。戦争の準備でなく、平和の準備を。

奥平康弘氏…安倍首相は９条改正が難しいと考えて9

6条改正をしようとしたが、それが裏目に出て、国民

に「憲法とは何か」を学習させることになった。い

まは集団的自衛権をつぶすことが緊急の課題だ。

澤地久枝氏…いま日本の憲法は今までになく光を当

てられている。一歩も引かずにこの憲法を守りたい。

集会には元法制局長官の阪田雅裕氏もビデオメッ

セージを寄せました。

これまで政府は、自衛隊は、万一わが国が外国の

軍隊から攻撃されたときに排除するための最小限度

の実力組織であり「戦力」には当たらないから、憲

法で認められるという考えに立ってきました。

この論理必然の結果として、自衛隊は、国民の生

命や財産が脅かされていないのに、海外で武力行使

することは認められないのです。

、集団的自衛権とは、第三国のA国とB国が戦争を始

めたときに、いずれか一方の側に立って戦争に加わ

るという意味でしかなく、「他国防衛権」です。

憲法9条の解釈を変えて集団的自衛権行使をできる

ようにすることは、日本が普通に戦争できる国にな

るということで、憲法9条が法規範として何も意味が

ないものになります。

九条の会10周年

新たな決意「草の根で包囲」

集団的自衛権容認
総理 公明党の取り込みに必死
集団的自衛権行使容認に慎重と伝えられる公明

党を何とか取り込もうと安倍内閣は手を変え品を

変えて、現実にありえないような設定の１５の事

例とか、歯止めにならない３つの要件とかを日替

わりのように提示して限定的であるかのように装っ

ています。平和の党を標榜するその存在が問われ

る正念場です。

国連の集団安全保障にも参加ねらう。
政府は国連の名を使ってでも海外派兵を既成事実

化しようとしています。国連の集団安全保障のた

めなら派兵できることにしようというのです。

国連の集団安全保障というのは本来、集団的自衛

権とは全く別のものです。ある国の不当な行動を

制裁するために世界の国が共同して攻撃したりす

るものです。敷設された機雷を取り除くための掃

海活動は認めよというもので、明らかに戦闘行為

の一部といわれるものです。

国会閉会中に閣議決定？
誤解があります。国会は閉会したのでひとまず

集団的自衛権行使容認の閣議決定は次の国会まで

先送りになったのかという誤解です。閣議は内閣

の決定ですから、大臣みんな、すなわち与党が合

意すればいつでも可能です。だからそれを許さな

い戦いが続きます。そして閣議決定したとしても

関連する法律や規則を変えない限り実働しません

から、これが次の段階です。

自衛隊員の中にも広がる不安
６月20日の毎日新聞夕刊は「自衛隊員の本音は」

という特集を報道。朝霞駐屯地で１３人の隊員に

インタビューをした結果の意見が掲載されており、

集団的自衛権の閣議決定に「反対」７名、「賛成」

３名、「どちらともいえない」３名としています。

そこには「歯止めが利くのか不安だ」「国民の支

持が得られているのか」など不安が示されていま

す。先にクエートに派遣されて米軍事会社の車に

はねられ重傷を負いながら治療されずに、今なお

苦しむ隊員の記事もあり、明日は我が身という現

実が迫っています。



政府奨励！ 武器輸出
日本企業が大手を振って

武器国際展示会に１３社
６月16～20日、パリで世界最大規模の武器の国際

展示会が開かれ、日本からも13社が参加。政府が防

衛装備移転三原則で武器輸出を原則認めたことを受

け、日本企業は紛争を助長する恐れのある武器輸出

への一歩を踏み出すことになる。

新三原則決定後に政府は企業向けの説明会を行い、

経済産業・防衛両省が、展示会参加を大手企業に呼

び掛け、これに応じた企業が参加を決めた。政府は

武器輸出

を積極推

進しよう

としてお

り、経産、

防衛両省

の担当者

も展示会

を初視察

する。

国際展

示会は

「ユーロ

サトリ」

と呼ばれ、

二年に一

度開かれ

る世界最大規模の武器の見本市。これまで欧米の防

衛産業などが主に出展してきたが、今回は三菱重工

のほか、川崎重工業、日立製作所、東芝、富士通、

ＮＥＣなども参加する。

新型の装輪装甲車の模型を出す三菱重工は、戦車

用エンジンもパネルで展示。川崎重工や日立は、陸

上自衛隊で使用されている車両や地雷探知機などを

出品する。また東芝やＮＥＣは民間向けに開発した

気象レーダーや無線機などをパネルや模型などで紹

介。このほか、超高感度の監視カメラや自衛隊に納

めている落下傘、東日本大震災後に防衛省からの要

請で開発された高輝度のポータブルサーチライトな

ども出品される。

展示会参加について各社は「世界の防衛産業の需

要動向を探りたい」（川崎重工）、「軍事転用がど

の程度可能か、市場の反応をみたい」（東芝）など

としている。（東京新聞の記事より）

７月９日（水）は「おおたかの森駅」

１５:３０～１６:３０です

架空の事例集までねつ造しての強引な集団

的自衛権容認策動に抗議し、反対の署名も行

います。 多くの皆さんのご参加を
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カンパはこちらの郵便振替口座へ
００１３０-５-４６４７３５ 口座名 九条の会流山

流山市議会が全員一致陳情書採択
集団的自衛権で

５月１７日の金子勝氏の講演に感銘を受けた会員の

Hさんが市議会に陳情書を提出。流山市議会は最終日

の２５日、集団的自衛権の憲法解釈に対して国に慎重

な協議を求める陳情を自民党系会派や公明党を含む全

員一致で可決しました。

６月１７日国会へ署名提出
会期末近く、安倍内閣が集団的自衛権の閣議決定を

急ぐ緊迫した情勢の中、日比谷野外音楽堂で「閣議決

定するな」の集会が持たれました。集会後流山の3名

は国会コースに参加し、国会の議員面会所に待ち構え

ていた議員におおたかの森駅頭などで集めた「集団的

自衛権容認反対」の署名を届けました。

◆５月１７日の流山憲法集会の金子先生の講演CDを

創りました。ご希望の方はご連絡ください。

◆世話人になってください。

他の市では地域ごとに会があり、世話人がいます。

当会は流山全体で一つの九条の会で活動しています。

世話人が足りません。ぜひお力を貸してください。

◆ニュースの配布にご協力ください。

数百人の会員に数人の世話人がご自宅にニュースを

お届けしています。少しでも結構です。ご協力を。

6月23日沖縄慰霊の日を前に
辺野古テント村 荒らされる

海上基地建設反対を訴える座り込み３７１５日を迎え

る活動の拠点となっている名護市辺野古のテント村で２

０日午前、何者かによって平和を訴える看板が壊され、

全国から贈られた折り鶴などが引きちぎられているのが

見つかった。ヘリ基地反対協議会の安次富浩共同代表は

「こんなことは初めてだ。折り鶴には子どもたちの平和

を願う思いが込められており、その善意も踏みにじる行

為だ」と憤っている。各地でこの種の暴力的行為が起こ

るのが怖い。


